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出力リレーは動作しないとLEDのみ点滅動作します。
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温度調節器

取 扱 説 明 書

このたびはオートニクス製品をお買い上げ頂きまして誠にありがとうございます。
ご使用の前に「安全上の注意事項」を必ずお読みの上、警告、注意に従って正しくご使用ください。

安全上の注意事項

警告

注意

製品を安全に正しくお使い頂き、お客様や他人への危害及び財産への危害を未然に防止するため、取扱
説明書の注意事項に従ってご使用ください。

警告
注意

注意事項は「警告」、「注意」の二つに分けられます。

指示事項に違反した場合、人が死亡または重傷を負う可能性が想定されることを示します。

指示事項に違反した場合、軽微な傷害や製品損傷が発生する可能性が想定されることを示します。

製品と取扱説明書に表示された絵記号の意味は次の通りです。
記号は特定条件下で危険が発生する恐れがあるため、注意しなければならない内容であることを示しています。

生命や財産に影響を及ぼす機器（原子力制御、医療機器、車、鉄道、航空、燃焼装置、娯楽機器、
安全装置等）の制御用で使用する場合、必ず二重に安全装置を施して下さい。
火災、人身事故、財産上の損失が発生する恐れがあります。
必ずパネルに取り付けてご使用下さい。
感電の恐れがあります。
電源が印加された状態で結線及び点検、修理を行わないで下さい。
感電の恐れがあります。
電源接続時、必ず端子番号をご確認の上、接続して下さい。
火災の恐れがあります。
弊社の修理技術者以外の方は、製品を改造しないで下さい。
感電や火災の恐れがあります。

1.

2.

3.

4.

5.

屋外で使用しないで下さい。
製品の寿命が縮む原因となり、感電の恐れがあります。
電源入力端及びリレー出力端の配線結線時、AWG No.12～28で使用し、端子台のネジを0.3N・m～
0.4N・mのトルクで締め付けてください。
接触不良による火災の恐れがあります。
必ず定格/性能の範囲で使用して下さい。
製品の寿命が縮む原因となり、火災の恐れがあります。
リレー接点部の開閉容量定格値を超える負荷を使用しないで下さい。
絶縁不良、接点溶着、接触不良、リレー破損、火災等の原因になります。
清掃時、水、有機溶剤を使用しないで下さい。乾いた布で行って下さい。
感電及び火災の恐れがあります。
可燃性ガス、爆発性ガス、湿気、直射光線、輻射熱、振動、衝撃のある場所では使用しないで下さい。
火災や爆発の恐れがあります。
製品の内部に埃や配線屑が入らないようにして下さい。
火災や装置故障の恐れがあります。
温度センサの接続時、端子の極性をご確認の上、配線を正しく接続して下さい。
火災や爆発の恐れがあります。 

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

各部の名称
DEF（除霜出力ランプ）：除霜出力ON時に点灯
FAN（エバポレータファン出力ランプ）
： エバポレータファン出力ON時に点灯
COMP（コンプレッサ出力ランプ）
： コンプレッサ出力ON時に点灯
MD（モードキー）
： パラメータ進入及びパラメータ変更/移動/保存時
▲,▼：パラメータ設定時にデータのアップ/ダウン時
-：マイナス表示

測定値表示部：運転モードにて現在温度（SV）表示、パラメータ設定時パラメータ及び設定値表示
●（小数点表示部）：時間単位がMinの場合に小数点を表示
●（小数点表示部）：温度単位が℃（摂氏）の場合に小数点を表示
▲,■,▼（偏差表示部）：SV（設定値）基準PV（現在温度）【▲,▼（赤色）/■（緑色）】
˚F,℃（温度単位表示部）：表示している温度の単位表示

コンプレッサ出力ランプは遅延時間を適用すると、該当遅延時間を1秒周期で点滅した後に出力と
同時にランプが点灯します。

（単位：mm）

以上

以上

外形寸法図

端子結線図

機能説明

● パネル加工寸法

◎ 調節感度機能 ［ HYSHYS ］
●本製品は、ON/OFF制御方式でコンプレッサ出力を制御します。
●ON/OFF制御とは、設定値を基準として、温度が低いときに出力OFF、温度が高いときに出力

ONする制御方式で、2位置制御と言います。
例） 設定値（ SV）－20℃、調節感度（HYS）を1とした場合、測定部の温度（ PV）がー19℃に

なった時、出力がONになり、－21℃になった時に出力がOFFになります。

●調節感度（HYS）を設定せず、設定値（SV）でON/OFF動作を行うと極端に短い時間で
ON/OFFを繰り返す事となり、リレー接点や、コンプレッサに過大な負担を掛けることになります。

    そのためONとOFFの間に一定な間隔が必要です。

◎ 入力補正機能 ［ INBINB ］
●製品自体には誤差がありませんが、外部より入力される温度センサで発生する誤差を補正する機

能です。
●温度測定時、外乱または延長線による一定の誤差を補正する機能です。

例） 実際温度は－18℃なのに温度調節器の表示感度がー20℃の場合、入力補正（ INB）値
を2に設定すると、温度調節器の表示温度がー18℃に補正され制御を行います。

◎ 除霜機能 
●コンプレッサを長期間駆動すると、蒸発機と冷凍室が氷結し、コンプレッサの熱効率が低下します。

この場合氷または霜を除去することを除霜と言います。
●ヒーティング除霜方式
 蒸発機の周りに電気ヒータを設置し、温度調節器の除霜周期と除霜時間でヒータを駆動させて霜

を除去する方式です。
●手動除霜方式
•手動除霜とはコンプレッサ駆動中に 7キーを3秒間押すと、除霜周期を無視し既設定された除

霜時間で除霜を行う方式です。除霜を停止したい場合8キーを3秒間押すと、除霜出力は
OFFします。OFF時点から設定された除霜周期は再開始されます。

•設定された除霜時間で除霜を行った後、設定された除霜周期は再開始されます。

•除霜周期が「 00」の場合、自動除霜は行えません。手動除霜のみ可能です。

◎ リレー出力
リレー出力とは、制御用ON/OFF出力をリレー接点を利用して外部へ出力する機能です。温度の加
熱または冷却を行うため、負荷のON/OFFを繰り返しますが、負荷を直接制御するマグネットスイッチ
または大容量のパワーリレーなどをリレー接点で駆動して使用します。 
●リレー接点使用時はリレーの定格を超えないように注意してください。リレーの接点容量を超えるとリ

レーが破損され火災の恐れがあります。
●リレー接点で外部に付いている大容量のパワーリレーまたはマグネットなどを制御する場合は、リレ

ーやマグネットなどのコイルより発生する逆起電力が機器の内部に流入しないよう、サージ吸収素
子を付けてください。

●本機器に内蔵されているリレーの寿命は、「▣定格/性能」に電気的寿命と機械的寿命で表記さ
れています。制御対象を設計する際、この寿命を顧慮してください。

モデル構成 入力仕様及びレンジ

動作説明

機種分類

桁数分類

外形サイズ分類

制御分類

補助出力分類

電源電圧分類

出力分類

温度調節器TC
999（表示桁数）3
DIN W72×H36mmY
冷凍制御F
コンプレッサ1
コンプレッサ+除霜出力2
コンプレッサ+除霜+エバポレータファン出力3
12－24VDC1
100－240VAC 50/60Hz4
リレー出力R

モ デ ル 名 （※1） TC3YFー11R TC3YFー14R TC3YFー21R TC3YFー24R TC3YFー31R TC3YFー34R

8W 4VA 8W 4VA 8W 4VA

電 源 電 圧

電源電圧の90～110%

7セグメントLEDディスプレイ（赤色）

許容線路抵抗 線当たり5Ω以下

ON/OFF制御：調節感度（HYS）可変（0.5～5.0℃, 2～50℉）

NTC：－40.0～99.9℃（40～212℉）, RTD：－99.9～99.9℃（ー148～212℉）

NTC：サーミスタ, RTD：DPT 100Ω（※2）

［PV±0.5%または1℃の中で大きい方］rdg±1ディジット（室温：23±5℃基準）

0.5sec以上

100MΩ（500VDCメガ基準）

2000VAC 60Hzにて1分間（外部全端子とケース間）

約10年（不揮発性半導体メモリ方式）

機械的：2000万回以上, 電気的：5万回以上（250VAC 5A 抵抗負荷）

機械的：2000万回以上, 電気的：5万回以上（250VAC 5A 抵抗負荷）

10～55Hz（周期1分間） 複振幅 0.75mm X, Y, Z 各方向 2時間

10～55Hz（周期1分間） 複振幅 0.5mm X, Y, Z 各方向 10分間

ー10～50℃（ただし氷結しない状態）

ー20～60℃（ただし氷結しない状態）

35～85%RH
前面操作部 IP 65

約143g（梱包を除く）

機械的：2000万回以上, 電気的：10万回以上（250VAC 10A 抵抗負荷）

±500V R相及びS相パルス幅1㎲（12－24VDC）
±2kV R相及びS相パルス幅1㎲（100－240VAC）

12ー24VDC 100ー240VAC 
50/60Hz

コンプレッサ
（250VAC 5A 1a）

コンプレッサ（250VAC 5A 1a）
除霜（250VAC 10A 1a）

コンプレッサ（250VAC 5A 1a）
除霜（250VAC 10A 1a）
エバポレータファン（250VAC 5A 1a）

100ー240VAC 
50/60Hz

100ー240VAC 
50/60Hz12ー24VDC 12ー24VDC

消 費 電 力

表 示 方 式

表 示 範 囲

表 示 精 度

サンプリング周期

入 力 仕 様

入 力 線 路 抵 抗

制 御 方 式

制 御 出 力

絶 縁 抵 抗

耐 電 圧

耐 ノ イ ズ

静 電 補 償

C O M P
D E P

リ レ ー

寿 命

振 動

F A N
耐 振 動

誤 動 作

使 用 周 囲 温 度

保 存 温 度

使 用 周 囲 湿 度

保 護 構 造

獲 得 規 格

重 量

許容電圧変動範囲

（※3） （※3） （※3）

※ 使用温度範囲で実温を除いた区間の表示精度：［PV±0.5%または1℃の中で大きい方］rdg±1℃
※1： 11R/14Rの仕様は除霜出力ランプが点灯時、リレー接点出力がありません。（自然除霜）
※2： RTD仕様はオプションです。
※3： UL規格を獲得していません。

※ 設定中、約60秒間キーの入力がないと、運転モードへ自動復帰します。
※ 設定値表示状態で )キーを押すと、運転モードへ戻ります。（設定値確認）
※ 「 )0」状態で 8キーを押すとマイナス記号が表示され、零下の値を設定することが出来ます。
※ 7キー（8キー）を押し続けると数字が高速で増加（減少）します。

● 運転モードにて )キーを3秒間押すと、設定1グループへ進入します。
● 設定1グループへ進入すると、パラメータが表示されます。
● 設定動作中に )キーを押すと、変更された設定値は保存され、次のパラメータが表示されます。
● 設定動作中に )キーを3秒間押すと、設定された値は保存され、運転モードへ戻ります。
● 使用温度の上/下限値の設定値はセンサ別の使用温度範囲のみ表示します。（出力制御とは関係ありません。）

定格/性能

設定値（ SVSV）の設定変更方法

設定1グループの説明

設定2グループの説明 出荷仕様

現在の冷凍室の温度を表示します。

設定値が0.5秒周期で点滅表示し、7キーまたは 
8キーを使用して設定値を設定（変更）します。

設定値の変更後、)キーを押すと設定値が保存
され運転モードへ戻ります。

)キーを押すと「 SV」が表示されます。

運転モード

設定値

設定及び変更

)

) )

コンプレッサ出力の調節感度を設定します。
設定範囲は0.5～5.0℃または2～50゜Fです。

除霜周期を設定します。
設定範囲は0～24時間です。

除霜動作時間を設定します。
設定範囲は0～59分です。

ループ断線警報の監視時間を設定します。
設定範囲は0～999秒です。

入力センサより発生した誤差を補正します。
設定範囲はー10.0～10.0℃です。

センサ別の使用温度範囲の下限値を示します。
NTCセンサ（℃）のときー40.0℃です。

センサ別の使用温度範囲の上限値を示します。
NTCセンサ（℃）のとき99.9℃です。

運転モード

調節感度

)3秒間押す。

)3秒間押す。

除霜周期

除霜時間

ヒータ断線監視時間

使用温度の下限値設定

使用温度の上限値設定

入力補正（センサ）

)

)

)

)

)

)

全ての設定モード進入時は、従来設定されていた
既設定を表示します。

設定値の変更後 )キーで保存すると、自動に次
のパラメータを表示します。

（注1） 「 CLE」を「 0」に設定すると、「 DUT」パラ
メータは表示されません。

運転モード

始動遅延及び再稼動時間

除霜終了遅延時間/エバポレータファン遅延時間

最小ON時間

エバポレータファン動作モード

エラー発生時の動作周期（注1）

エラー発生時のON比率

単位設定

ロック設定機能

)3秒間押す。

)5秒間押す。

)

)

)

)

)

)

)

)
※本取扱説明書に記載した仕様、外形寸法等は、製品の改良のため予告なしに変更する場合があ 
    りますのでご了承下さい。

入力仕様
入力仕様

RTD（DPT100Ω）

サーミスタ

※ 温度センサは冷凍室の温度を電気信号に変換して温度調節器に送ることで、温度調節器が制御出力を
     ON/OFFするよう温度を測定します。
※ 使用レンジ内でのみ設定可能で、設定範囲は使用レンジで固定されます。 

零下

電源印加

調節感度

最小ON時間再稼動遅延時間始動遅延時間

コンプレッサ
出力リレーは動作しないとLEDのみ点滅動作します。

冷
凍
室
の
温
度

◎ 冷凍（コンプレッサ）動作（温度調節動作）

◎ 除霜動作（ヒーティング除霜方式）

基本的に温度調節は設定温度（SV）を基準に調節感度（HYS）の範囲内でON/OFF動作を繰り
返して設定温度を保持します。

◎ 始動遅延時間及び再稼動遅延時間 ［ SDLSDL］
●始動遅延（設定範囲：0m10s～9m59s）

コンプレッサに圧力負荷がかかっている状態で停電した後、再び電源を印加してコンプレッサを始動
する場合、コンプレッサの過負荷による寿命短縮を防ぐためです。

●再稼動遅延（設定範囲：0m10s～9m59s）
コンプレッサの頻繁なON/OFFを防止するため、コンプレッサOFF後、再稼動遅延時間内は再稼
動ができなくなります。
（※1）再稼動遅延時間では現在温度（PV）が設定温度（SV）の調節感度範囲を超えてもコンプ

レッサ出力はOFFし、再稼動遅延時間終了後にONします。
●始動遅延時間にはコンプレッサ出力ランプが1秒周期で点滅した後、出力と同時に点灯します。

◎ 除霜終了遅延時間/エバポレータファン稼動遅延時間 ［Dripping Time： DRPDRP］
●除霜終了遅延時間（設定範囲：0m00s～5m59s）

除霜動作終了後、水滴が落ち排水される時間で、排水後にコンプレッサが稼動します。
●エバポレータファン稼動遅延時間（設定範囲：0m00s～5m59s）

冷凍の効率を高めるため、コンプレッサ稼動後にエバポレータプレートが冷却するまで時間を遅延さ
せてからエバポレータファンを稼動します。

●除霜終了遅延時間とエバポレータファン稼動遅延時間は、1つの設定時間（DRP）でそれぞれ独
立的に使用されます。

●除霜終了遅延時間が終了すると除霜は終了し除霜周期が再び繰り返します。
●遅延時間には該当出力ランプは1秒周期で点滅した後、出力状態によって出力と同時に点灯します。

◎ バポレータファン動作モード ［ FANFAN］

●動作モード 1 ［ EF1］：コンプレッサと同時に動作し除霜動作時にOFFします。
●動作モード 2 ［ EF2］：コンプレッサ稼動時点から設定されたエバポレータファン稼動遅延時間後に 

動作し、除霜動作時にOFFします。

●動作モード 3 ［ EF3］：コンプレッサのOFF時にも続けて動作し、除霜動作時にのみOFFします。
●動作モード 4 ［ EF4］：コンプレッサのON又は除霜動作及び除霜終了遅延時間には、以前出力状態

を保持します。コンプレッサ出力と除霜出力共にOFF時に出力がOFFします。

●動作モード 5 ［ EF5］：電源投入と同時に動作し続けます。

◎ 最小ON時間 ［ ONTONT］
コンプレッサの頻繁なON/OFFを防止するため最小ON時間を設定します。
（※2）現在温度（PV）が設定温度（SV）の調節感度範囲を超えてもコンプレッサ出力はONし、最

小ON時間終了後にOFFします。（設定範囲：0m10s～5m00s）

◎ 除霜周期 ［Defrost Interval： DINDIN］
一定周期になると除霜を開始します。（設定範囲：0～24hour）

◎ ロック設定機能 ［ LOCLOC］
設定温度（SV）及び該当のパラメータの変更を制限する機能

◎ 異常（Error）動作表示
●エラー発生時、「 ERR」とエラーの内容が0.5秒周期で点滅します。
●エラー内容表示

※エラー（OPN/LLL/HHH）の場合、異常動作原因が解決（センサ接続/表示範囲内に復帰）され
ると、エラー状態解除と同時に自動に正常動作を行います。

※エラー（LBA）の場合、コンプレッサを点検し 7,8キーを同時に3秒間押すと、エラー状態解除と同
時に自動に正常動作を行います。LBA設定時に0に設定するとLBA機能はOFFされます。

   （設定範囲：0～999s）
◎ エラー発生時、コンプレッサの動作

●エラーが発生すると制御機器は正常に動作しません。
この際コンプレッサの中身を保護するため、コンプレッ
サはON/OFF動作をエラー状態が解除されるまで
繰り返して動作します。

●エラー発生時のコンプレッサ動作周期［ CLE］（設定範囲：0～20m）
設定された動作周期でコンプレッサはON/OFF動作を行います。

●エラー発生時のコンプレッサON比率［DUT］（設定範囲：0～20m）
  設定された動作周期内にコンプレッサは設定されたON比率（%）ON動作を行います。

●コンプレッサの動作周期を「0」に設定した場合
  エラー発生時、ON/OFFサイクル動作は動作せず、コンプレッサの動作は常時OFFされます。コンプ
レッサのON比率パラメータは表示されません。

●コンプレッサのON比率（100%）を「100」に設定した場合
  エラー発生時、コンプレッサの動作は常時ON動作を行います。

◎ 除霜時間 ［Defrost Time： DETDET］
除霜時間に除霜機（ヒータ）がONし除霜動作を行います。（設定範囲：0～59m）

主要生産品目

EP-JPN-03-3170D

■ 光電センサ
■ 光ファイバセンサ
■ 圧力センサ
■ カウンタ 
■ 温度調節器
■ 電力調整器
■ タコ/スピード/パルスメータ 
■ センサコントローラ
■ グラフィック/ロジックパネル 

■ 近接センサ
■ エリアセンサ
■ ドア/ドアサイドセンサ
■ ロータリエンコーダ
■ タイマ 
■ 温度/湿度センサ
■ パネルメータ 
■ ディスプレイユニット 
■ スイッチングパワーサプライ 
■ ステッピングモータ/ドライバ/モーションコントローラ
■ フィールドネットワークデバイス 
■ レーザマーキングシステム（CO2, Nd:YAG）
■ レーザウェルディング/ソルダリングシステム

入力センサの断線の場合（センサ接続後に正常動作）

測定したセンサの入力が表示範囲より低い場合

測定したセンサの入力が表示範囲より高い場合

入力センサは正常であるが、ループ断線監視時間（LBA）は、
冷凍室の温度変化が1.0℃または2ﾟF以上ないこと。

ロックの解除

設定2グループのロック設定

設定1グループ,設定2グループのロック設定

設定1グループ,設定2グループ,設定温度のロック設定

設定1グループ 設定2グループ 設定値（ SVSV）
モード 設定値 モード

NTCセンサ入力（℃）時

設定値 モード 設定値 モード 設定値 モード 設定値

取扱時の注意事項
本製品は下記の環境条件下で使用できます。
① 屋内                              ③ 汚染等級2（Pollution Degree 2）
② 高度2000m以下            ④ 設置カテゴリⅡ（Installation Category Ⅱ）
誘導性ノイズを防止するため本製品の配線は高圧線、電力線などと分離して下さい。
本製品の電源を供給、遮断するため電源スイッチまたは遮断機を設置して下さい。
スイッチまたは遮断機は運転者の操作が容易にできるよう近い距離に設置して下さい。
本製品は温度調節用ですので電圧計または電流計として使用しないで下さい。
RTDセンサを使用する場合は必ず3線式で結線して下さい。なお配線を延長する場合は線の材質、
太さ、長さが同一な3本の配線を使用して下さい。線路抵抗が異なると温度差を誘発します。
やむを得ず電源線と入力信号線を近くする場合は、温度調節器の電源ラインにラインフィルタを使用
して下さい。入力信号線はシールド線を使用して下さい。
強力な高周波ノイズを発生する機器（高周波溶接機、高周波ミシン機、大容量SCRコントローラな
ど）の近くでの使用は避けて下さい。

  1.

2.
3.
4.
5.
6.

7.

8.

※ 上記の「取扱時の注意事項」は製品故障の原因となりますので必ず順守して下さい。

Satisfiable Partner For Factory Automation

本社
41-5, Yongdang-dong, Yangsan-shi,    
Gyeongnam, 626-847, Korea
日本法人ジャパンオートニクス株式会社
東京都品川区南大井6ｰ16ｰ4戸浪大森ビル3階A室
TEL：03ｰ6404ｰ8191 FAX：03ｰ6404ｰ8193
URL：www.autonics.jp
E-mail：support@autonicsjp.co.jp
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